
 

（
「
前
・
現
所
有
者
」を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
展
開
さ
れ
る
犯
人
探
し
、

「
静
岡
県
と
熱
海
市
」
の
責
任
の

押
し
付
け
合
い
。
其
処
に
被
害

者
の
存
在
は
置
き
去
り
。
最
大

の
責
任
は
「
県
・
市
行
政
」
の
職

務
怠
慢
に
あ
る
。 

死
者
・
行
方
不
明
二
七
名
、
建

物
被
害
百
三
十
二
棟
、
未
曾

有
の
悲
劇
を
も
た
ら
し
た
、

「
伊
豆
山
土
石
流
」
事
件
。
災

害
か
ら
早
く
も
一
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
（七
月
三
日

命
日
） 

熱
海
市
は
事
件
解
明
に
向
け
て

百
条
委
員
会
を
設
置
、
関
係

者
の
証
言
を
集
め
て
い
る
。
そ

ん
な
中
、
静
岡
県
警
は
「
前
・
現

所
有
者
」
に
対
す
る
、
遺
族
の

「
殺
人
容
疑
」で
の
告
訴
を
受
理
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洋
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熱海「伊豆山土石流」事件！ 

真実が見えた！「泥にまみれた銭に群がる為政者たち！」 

 

 

再
三
指
導
し
て
い
る
に
も
関

ら
ず
、
是
正
し
な
か
っ
た
。 

「
新
幹
線
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
＆

麦
島
善
光
」
と
の
売
買
契
約
に

潜
む
「
覚
書
」
の
存
在
！ 

留
保
金
「
三
百
万
円
」
の
意
味

と
は
？ 

特
約
事
項
に
対
す
る
「
覚
書
」

の
存
在
。
そ
こ
に
は
特
約
事
項

を
完
遂
す
る
為
に
、
売
買
代
金

の
内
、
三
百
万
円
を
留
保
金
と

し
て
、
麦
島
善
光
が
確
保
し
た

事
実
。 

其
の
金
員
は
、
「
未
完
成
で
あ

っ
た
工
事
」
を
完
成
さ
せ
る
為

の
資
金
。
そ
の
内
容
は 

一
、
ひ
な
壇
を
硬
化
剤
で
固
め

る
。 

二
、
ゴ
ミ
を
場
外
に
運
び
出
し

処
理
す
る
。 

三
、
埋
め
立
て
の
両
側
に
パ
イ

プ
に
て
、
水
路
を
作
り
沈
砂
池

流
水
さ
せ
る
。 

四
、
上
段
の
土
を
移
動
さ
せ
る

事
。 

※
当
該
不
動
産
取
引
関
係
者

「
某
氏
」
取
材
・
証
言 

不
動
産
の
引
渡
し
後
、2

0
1
1

年5

月1
9

日
、
工
事
の
「
未

完
成
部
分
」
に
つ
い
て
、
熱
海

市
役
所
で
売
主
・
買
主
代
理

人
、
双
方
仲
介
人
、
ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
ー
・
沼
尾
勝
男
ら
が
出
席

し
て
行
わ
れ
た
。 

其
の
後
、
現
場
で
の
打
ち
合
わ

せ
で
、
買
主
仲
介
人
・
市
河
、

麦
島
善
光
、
売
主
仲
介
人
・
上

野
、
熱
海
市
役
所
職
員
、
静
岡

県
職
員
ら
約
十
名
と
合
流
。
静

県
職
員
が
中
心
と
な
り
協
議

し
た
結
果
。
「
硬
化
剤
で
固
め

る
。
ご
み
を
場
外
で
処
理
す

る
。
埋
立
地
両
側
に
水
路
を
作

る
。
」
と
い
う
三
点
が
工
事
完

成
と
す
る
指
示
が
出
さ
れ
た
。 

行
政
が
帰
っ
た
後
、
「
ト
ラ
ン

フ
ァ
ー
の
沼
尾
と
麦
島
」
が
話

合
、
指
示
さ
れ
た
工
事
を
沼
尾

が
請
負
う
こ
と
で
決
っ
た
。

「
そ
れ
で
は
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
（
麦
島
）
、
「
お
金

を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
」（
沼

尾
）
と
い
う
会
話
を
確
認
し
て

い
る
。
其
の
後
、2

週
間
語
に

現
地
に
行
く
と
、
本
当
に
実
行

し
て
い
た
。
既
に
、
ひ
な
壇
硬

化
剤
の
固
め
は
完
了
し
、
左
側

の
水
路
工
事
の
木
柵
作
り
は

終
わ
っ
て
い
た
。
其
の
後
沼
尾

が
「
着
手
金
は
振
り
込
ま
れ
た

が
後
の
金
が
来
な
い
」
と
嘆
い

て
い
た
の
で
、
そ
の
場
で
、
麦

島
の
携
帯
電
話
に
連
絡
し
た
。

某
氏
が
変
り
交
渉
し
た
と
こ

ろ
、
「
新
幹
線
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

か
ら
貰
え
！
」
と
い
き
な
り
電

話
を
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と

証
言
す
る
。 

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
沼
尾
は

其
の
後
も
麦
島
か
ら
工
事
代

金
が
も
ら
え
な
い
の
で
、
「
工

事
を
中
止
し
た
」
事
が
判
明
。

か
く
て
、「
未
完
成
工
事
」
は
、

麦
島
が
代
金
を
踏
み
倒
し
た

為
、
工
事
が
中
断
、
未
完
成
で

終
わ
っ
て
い
る
。 

麦
島
は
、
留
保
金
の
三
百
万
円

も
支
払
う
積
り
は
な
か
っ
た
事

理
し
た
。
（
そ
の
他
・
業
務
上
過

失
致
死
・
重
過
失
致
死
が
出
さ

れ
て
い
る
） 

開
発
業
者
が
安
全
対
策
を
講

じ
な
か
っ
た
「
未
必
の
故
意
」
が

あ
っ
た
と
し
て
「不
作
為
の
殺
人

罪
」
が
成
立
す
る
と
し
て
い
る
。 

本
紙
は
先
般
、
「
被
害
者
の
命

日
」
を
前
に
、
崩
落
頭
頂
部
を

調
査
す
る
た
め
に
現
場
に
入
っ

た
。7

年
前
（20

1
5

年
）
「
産
業 

「
視
点
」 

崩
落
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と 

事
実
の
検
証
① 

 

行
政
側
（
静
岡
県
・
熱
海
市
）

は
、
指
導
不
足
の
発
覚
を
恐

れ
、
調
査
委
員
会
の
報
告
さ
え

も
疑
問
を
拭
い
切
れ
な
い
。
崩

落
の
原
因
究
明
は
諸
々
の
事

実
検
証
か
ら
究
明
が
必
要
で

あ
る
が
、
県
及
び
市
は
「
盛
土
」

だ
け
に
原
因
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
地
質
学
者
・
有
識
者
は
、

今
回
の
崩
落
原
因
を
「
地
形
変

化
に
よ
る
水
脈
説
」
を
強
く
唱

え
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
「
埋

立
地
の
過
剰
盛
土
」
が
原
因
と

し
て
の
調
査
を
推
し
進
め
て

い
る
。 

原
因
は
「
地
形
変
化
に
よ
る
水

脈
変
化
」
と
「
違
法
工
事
及
び

そ
の
許
可
と
違
法
行
為
」
、
を

見
逃
し
た
行
政
の
最
大
の
ミ

ス
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
「
冤

罪
」
を
造
り
上
げ
よ
う
と
し
て

い
る
。 

※
前
所
有
者
の
事
実 

2
0
0
6

年9

月2
1

日
、
当
該
土

地

3
5

万
坪
を

1
0

億
円
で
取

得
「
埋
め
立
て
許
可
」
取
得
。

埋
め
立
て
事
業
者
及
び
管
理

責
任
者
は
千
葉
興
業
。2

0
1
1

年2
月2

5

日
、
未
完
成
の
ま

ま
、
現
所
有
者
に3

億
円
で
売

却
、
引
渡
し
た
。 

※
現
所
有
者
の
事
実 

土
地
売
買
後
、
工
事
を
完
成
さ

せ
る
為
、2

0
1
1

年5

月
、
行

政
を
含
め
売
主
・
買
主
そ
の
他

売
買
に
か
か
わ
っ
た
仲
介
人
、

工
事
業
者
等
が
集
ま
り
「
埋
立

地
是
正
会
議
」
が
現
場
で
行
な

わ
れ
、
そ
の
場
で
工
事
を
ト
ラ

ン
ス
フ
ァ
ー
（
沼
尾
勝
男
）
に

発
注
し
た
。
其
の
後
、
進
入
道

路
形
状
を
変
更
し
て
、
更
に
、

埋
立
地
に
頻
繁
に
盛
り
土
し

た
。
現
所
有
者
は
、
工
事
未
完

成
と
承
知
し
な
が
ら8

年
間
、

所
有
者
責
任
を
果
た
さ
ず
放

置
し
て
い
る
。 

行
政
か
ら
危
険
を
知
ら
さ
れ

て
い
る
に
も
関
ら
ず
「
ソ
ー
ラ

ー
設
置
場
所
」
を
グ
ラ
ン
ド
と

語
り
違
法
開
発
を
し
た
。 

※
熱
海
市
の
事
実 

（
静
岡
県
も
同
様
） 

現
所
有
者
が
当
該
土
地
を
取

得
し
て
か
ら
、8

年
間
「
是
正
」

を
指
導
し
な
か
っ
た
。 

グ
ラ
ン
ド
造
成
が
虚
偽
の
申

請
と
知
り
な
が
ら

1
1
0
0
0

㎡

の
開
発
許
可
を
見
逃
し
た
。 

ソ
ー
ラ
ー
発
電
設
置
に
於
け

る
伐
採
届
が

1
8
0
0
0

㎡
と
違

法
を
知
り
な
が
ら
、
「
中
止
指

導
」
を
無
視
し
て
続
行
さ
せ

た
。 

然
も
、「
抜
根
伐
採
し
た
残
骸
、

及
び
掘
削
土
」
を
谷
に
投
げ
入

れ
た
事
に
つ
い
て
、
中
止
指
導

し
な
か
っ
た
。 

本
件
、
隣
接
地
及
び
源
頭
部
の

開
発
行
為
に
つ
い
て
、
逢
初
川

下
流
域
能
力
不
足
に
よ
り
、
開

発
行
為
が
出
来
な
い
事
を
再

三
指
導
し
て
い
る
に
も
関
ら

 

「
金
の
有
る
者
が
善
、
貧
す
る
者
は
悪
」
の
理
論
。 

熱
海
市
高
額
納
税
者
「麦
島
善
光
」
に
忖
度
か
！
？ 

（１） 東洋時事新報 2022 年 4 月 30 日（土曜

日） 

廃
棄
物
不
法
投
棄
」
を
糾
弾
し

た
当
時
を
鮮
明
に
思
い
出
し

た
。
今
回
、
新
た
に
伊
豆
山
住 

 

民
及
び
関
係
者
（
業
者
等
）
か

ら
の
取
材
を
通
じ
、「
新
事
実
」

を
発
見
し
た
。 

 



 

も
支
払
う
積
り
は
な
か
っ
た

事
に
な
る
。 

「
工
事
未
完
成
」
の
責
任
は
、

留
保
金
を
取
り
な
が
ら
、
業
者

に
支
払
い
を
し
な
か
っ
た
「
麦

島
」
に
あ
る
の
は
明
白
。 

※
工
事
関
係
者
取
材 

現
場
は
、1

0

年
間
安
定
し
て

い
た
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
崩

落
後
、
崩
落
中
央
部
か
ら
、
鉄

砲
水
が
出
て
い
る
部
分
以
外

の
埋
め
立
て
ひ
な
段
は
崩
れ

る
こ
と
な
く
残
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
崩
落
後
２
日
以
上
に
わ

た
り
鉄
砲
水
が
噴
出
し
て
い

る
映
像
か
ら
、
崩
落
地
源
頭
部

に
飽
和
水
が
存
在
し
て
い
た

事
を
証
明
す
る
。 

以
上
の
事
か
ら
、2

0
1
1

年
の

売
買
に
於
け
る
熱
海
市
役
所

の
「
未
完
成
工
事
」
指
示
を
完

成
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
崩
落

は
防
げ
る
も
の
で
は
な
い
。 

※
編
集
者
「
総
括
」 

こ
の
「
未
完
成
工
事
」
を
原
因

と
す
る
な
ら
ば
、
熱
海
市
役
所

に
於
け
る
売
買
前
、
買
主
仲
介

人
の
熱
海
市
役
所
調
査
に
よ

る
「
三
百
万
円
留
保
金
」
が
有

る
こ
と
か
ら
し
て
、
現
所
有
者

（
麦
島
）
が
支
払
い
を
怠
っ
た

事
に
よ
り
、
工
事
業
者
が
工
事

を
放
棄
し
た
事
に
な
り
、
責
任

の
所
在
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

更
に
、
所
有
権
移
転
登
記
に
よ

り
、
新
所
有
者
に
行
政
指
導
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
現
所
有
者
管
理
責
任
論
」
と

矛
盾
す
る
か
ら
だ
。 

崩
落
地
は
違
法
工
事
に
よ

り
、
流
水
系
が
変
化
し
て 

崩
落
地
に
流
れ
込
ん
だ
。
及

び
、
逢
初
川
の
水
流
を
停
め

た
事
に
よ
り
、
プ
ー
ル
を
作

っ
て
し
ま
っ
た
。（
塩
坂
説
・

高
田
説
）
従
っ
て
、
鉄
砲
水

に
よ
る
崩
落
が
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た
。「
未
完
成
工
事
」
を

原
因
と
す
る
な
ら
ば
、
売
買

後
、
所
有
権
移
転
し
た
後
、8

年
間
完
成
を
放
棄
し
た
「
現

所
有
者
と
完
成
指
導
を
怠
っ

た
行
政
」
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
。 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

を
削
っ
て
平
坦
地
を
造
成
、

其
処
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

並
べ
た
の
は2017

年
以
降
、

つ
ま
り
こ
こ
数
年
の
事
で

す
。
こ
の
開
発
が
土
石
流
発

生
に
影
響
し
た
理
由
は
単
純

に
「
崩
落
箇
所
の
残
土
埋
め

立
て
が
原
因
」
と
し
て
、
問 

題
を
収
束
せ
ず
、
開
発
地
や

そ
の
周
辺
の
表
層
流
が
ど
の

よ
う
に
谷
に
流
れ
込
み
泥
詰

ま
り
を
招
く
原
因
と
な
っ
た

か
、
つ
ま
り
「
谷
底
の
泥
（
シ

ル
ト
）」
の
堆
積
が
進
ん
で
い

っ
た
原
因
を
流
域
環
境
全
体

か
ら
見
る
必
要
が
あ
る
。 

 

「視点」（崩落のメカニズムと事実の検証）➁ 

「太陽光発電設備と運動場開発」不思議な組み合わせ。 

そこにどんな陰謀があったのか？ 

 

ｍ
あ
っ
た
も
の
が
現
在
で
は

一
五
〇
ｍ
し
か
な
い
。
更
に

長
い
年
月
を
掛
け
て
、
土
砂

は
逢
初
川
の
斜
面
を
雨
が
降

る
た
び
に
押
し
流
さ
れ
、
塞

ぎ
込
ん
で
し
ま
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。「
シ
ル
ト
現
象
」
が

下
流
部
で
も
起
き
て
い
た
。 

※
「
地
質
学
者
・ 

塩
沢
邦
雄
氏
」
の
見
解 

造
成
で
尾
根
が
削
ら
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
雨
水
の
流

れ
込
む
範
囲
が
変
化
、
盛
り

土
側
に
雨
水
が
流
入
し
た
結

果
、
土
石
流
を
誘
発
し
た
と

分
析
し
た
。
逢
初
川
の
集
水

域
よ
り
、
更
に
北
部
に
あ
る

鳴
沢
川
の
集
水
域
に
降
っ
た

雨
も
盛
り
土
側
に
流
れ
こ
ん

だ
と
分
析
し
て
い
る
。
造
成

地
側
か
ら
盛
り
土
側
に
水
が

流
れ
た
跡
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。 

「
河
川
争
奪
」
も
要
因
の
一

つ
と
挙
げ
て
い
る
。
河
川
の

流
域
の
一
部
分
を
別
の
河
川

が
奪
う
地
理
的
現
象
で
、
造

成
に
よ
っ
て
水
の
流
れ
が
変

化
し
、
逢
初
川
よ
り
も
北
部

の
鳴
沢
川
に
流
れ
込
む
筈
の

雨
水
が
谷
（
沢
）
を
埋
め
た

盛
り
土
に
流
入
。
雨
水
が
逢

初
川
側
に
流
れ
込
ん
だ
と
主

張
す
る
。 

「
造
成
で
尾
根
を
平
ら
に
し

た
た
め
に
発
生
し
た
人
為
的

な
河
川
争
奪
」
だ
。「
盛
り
土

の
間
に
水
が
溜
ま
り
、
地
下

水
も
入
り
込
ん
で
、
浮
力
が

働
き
滑
り
落
ち
た
。」
と
説
明

し
て
い
る
。 

 

よ
る
と
、「
土
砂
崩
れ
」
が
あ

り
緊
急
伐
採
を
申
請
し
た
。

然
し
、
地
形
か
ら
土
砂
崩
れ

を
起
こ
す
場
所
で
は
な
い
。

「
緊
急
伐
採
の
虚
偽
に
よ
る

定
義
づ
け
」
を
し
た
に
過
ぎ

な
い
。
や
が
て
こ
の
場
所
が

グ
ラ
ン
ド
と
な
る
。
麦
島
は

グ
ラ
ン
ド
を
造
成
し
て
「
市

に
寄
贈
」
す
る
事
に
な
っ
て 

い
た
よ
う
だ
。
市
は
其
の
甘

い
言
場
に
乗
っ
て
、
許
可
の

無
い
「
緊
急
伐
採
」
な
る
も

の
に
応
じ
て
し
ま
っ
た
。
現

所
有
者
の
「
違
法
盛
り
土
」

を
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
し
た
事

に
な
る
。 

海
に
向
っ
て
左
側
は
、
す
ぐ

上
が
崩
落
地
で
あ
り
、
逢
初

川
へ
雨
水
が
流
れ
込
む
大
き

な
「
沢
」
が
二
本
存
在
す
る
。

「
沢―

尾
根―

沢
」
と
こ
の
上

流
部
の
雨
水
を
一
手
に
引
き

受
け
て
い
る
重
要
な
沢
で
逢

初
川
へ
斜
面
水
を
送
込
ん
で

い
る
。60
ｍ
余
り
の
沢
を
埋

め
込
む
事
に
よ
り
簡
単
に

「
所
有
地
面
積
が
増
大
す

る
。
」
こ
の
工
法
に
よ
り
、
逢

初
川
に
通
じ
る
「
沢
」
を
埋

め
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
地
形

的
に
ど
れ
ほ
ど
の
土
砂
を
埋

め
込
ん
だ
の
か
？
上
の
谷

（
沢
）
は
十
三
ｍ
以
上
、
下

の
谷
（
沢
）
は
十
六
ｍ
以
上
、

埋
め
込
ん
で
い
る
計
算
に
な

る
。
こ
の
た
め
、
グ
ラ
ン
ド

か
ら
逢
初
川
ま
で
、一
八
〇
ｍ

あ
っ
た
も
の
が
現
在
で
は

150

ｍ
し
か
な
い
。
更
に
長
い

年
月
を
掛
け
て
、
土
砂
は
逢

初
川
の
斜
面
を
雨
が
降
る
た

び
に
押
し
流
さ
れ
、
塞
ぎ
込

ん
で
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。「
シ
フ
ト
現
象
」
が
下
流

部
で
も
起
き
て
い
た
。 

 

し
て
い
る
。 

※
高
田
造
園
設
計
事
務
所
・

代
表
・
高
田
宏
臣
氏
の
見
解 

土
石
流
は
其
の
起
点
と
な

る
箇
所
の
崩
壊
を
キ
ッ
カ
ケ

に
液
状
化
し
た
土
石
が
谷
筋

を
高
速
で
流
下
し
て
い
く
。

土
石
流
の
土
中
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
未
だ
明
確
に
解
明
さ
れ

て
い
な
い
が
、
急
斜
面
の
谷

に
お
い
て
川
底
が
泥
詰
ま
り

す
る
こ
と
で
生
じ
易
く
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
谷

底
へ
の
泥
（
シ
ル
ト
）
の
堆

積
が
急
斜
面
に
於
い
て
は
土

石
流
と
な
り
や
す
い
条
件
を

作
る
。 

危
険
な
土
石
流
を
発
生
さ
せ

な
い
た
め
に
は
、
谷
底
へ
の

泥
の
堆
積
を
防
ぐ
事
、
谷
を

泥
詰
ま
り
さ
せ
な
い
事
が
肝

要
で
あ
り
、
流
域
上
部
の
山

林
を
健
康
に
保
ち
、
安
定
さ

せ
る
事
が
大
事
。 

今
回
、
土
石
流
発
生
の
起
点

と
な
っ
た
谷
上
部
に
、「
大
量

の
残
土
埋
設
箇
所
」
と
流
域

最
上
部
の
尾
根
上
に
「
メ
ガ
・

ソ
ー
ラ
ー
事
業
地
」
が
あ
る
。

そ
し
て
、
盛
り
土
さ
れ
た
箇

所
を
ト
ラ
バ
ー
ス
（
等
高
線

に
そ
っ
た
横
断
）
し
て
、
メ

ガ
・
ソ
ー
ラ
ー
事
業
地
に
至

る
道
路
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
道
路
が
、7

月3

日

の
崩
壊
を
招
く
起
点
に
な
り

ま
し
た
。
メ
ガ
・
ソ
ー
ラ
ー

発
電
所
建
設
工
事
の
際
に

は
、
こ
こ
が
工
事
車
両
の
通

用
路
に
な
り
、「
工
事
中
盛
り

土
へ
の
負
荷
」
も
今
回
の
崩

落
に
繋
が
る
要
因
の
一
つ
と

な
っ
た
。
谷
筋
上
部
の
盛
り

土
埋
め
立
て
は

10

年
ほ
ど

前
に
完
了
し
て
い
る
。
そ
の

後
更
に
上
部
の
尾
根
筋
を
削

っ
て
平
坦
地
を
造
成
、
其
処

に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
並
べ

た
の
は2017

年
以
降
、
つ
ま

り
こ
こ
数
年
の
事
で
す
。
こ

の
開
発
が
土
石
流
発
生
に
影

響
し
た
理
由
は
単
純
に
「
崩

落
箇
所
の
残
土
埋
め
立
て
が

原
因
」
と
し
て
、
問
題
を
収

束
せ
ず
、
開
発
地
や
そ
の
周

辺
の
表
層
流
が
ど
の
よ
う
に

谷
に
流
れ
込
み
泥
詰
ま
り
を

招
く
原
因
と
な
っ
た
か
、
つ

ま
り
「
谷
底
の
泥
（
シ
ル
ト
）」

の
堆
積
が
進
ん
で
い
っ
た
原

因
を
流
域
環
境
全
体
か
ら
見

る
必
要
が
あ
る
。 

。 

 

当
該
工
事
は
、
尾
根
を15

ｍ
掘
削
し
て
太
陽
光
設
備
を

備
え
る
工
事
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
伐
採
さ
れ
た

木
屑
、
更
に
大
規
模
に
削
ら

れ
裸
山
に
な
っ
た
土
は
、
一

体
何
処
に
捨
て
ら
れ
た
の

か
？ 

大
型
重
機
、
ダ
ン
プ
カ
ー
を

進
入
さ
せ
る
為
に
大
規
模
な

道
路
拡
張
が
必
要
だ
っ
た

筈
。
更
に
、
グ
ラ
ン
ド
と
称

し
て
い
る
太
陽
光
施
設
の
下

部
は
谷
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

の
低
地
。
此
処
を
現
在
の
平

ら
な
土
地
に
す
る
為
に
は
、

膨
大
な
量
の
土
砂
を
必
要
と

す
る
。 

重
要
な
の
は
、
グ
ラ
ン
ド
に

通
じ
る
道
路
の
拡
幅
。
崩
落

地
入
り
口
道
路
の
幅
員
は

2

メ
ー
ト
ル
。
崩
落
地
を
埋
め

込
み
拡
幅
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
相
当
量
が
崩
落
地
に
埋

め
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ

こ
に
存
在
し
た
「
沢
」
は
源

頭
部
か
ら
の
雨
水
の
排
水
経

路
で
重
要
な
沢
で
あ
る
。
然

し
、
ダ
ン
プ
カ
ー
進
入
の
道

路
拡
幅
の
為
、
排
水
路
に
な

っ
て
い
た
沢
が
完
全
に
埋
め

込
ん
で
し
ま
っ
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
ソ
ー
ラ
ー
東

南
斜
面
及
び
崩
落
地
に
流
れ

込
み
崩
落
を
誘
発
し
た
。 

グ
ラ
ン
ド
工
事
に
伴
う 

「
緊
急
伐
採
」
の
意
味 

現
所
有
者
関
係
者
の
証
言
に

よ
る
と
、「
土
砂
崩
れ
」
が
あ

り
緊
急
伐
採
を
申
請
し
た
。

然
し
、
地
形
か
ら
土
砂
崩
れ

を
起
こ
す
場
所
で
は
な
い
。

「
緊
急
伐
採
の
虚
偽
に
よ
る

定
義
づ
け
」
を
し
た
に
過
ぎ

な
い
。
や
が
て
こ
の
場
所
が

グ
ラ
ン
ド
と
な
る
。
麦
嶋
は

グ
ラ
ン
ド
を
造
成
し
て
「
市

に
寄
贈
」
す
る
事
に
な
っ
て 
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※
熱
海
市
伊
豆
山
地
内
土
石
流
発
生
箇
所
付
近
の
土
地
改
変
行

為
（1

） 

「
概
要
」 

熱
海
市
伊
豆
山
地
内
の
土
石
流
箇
所
上
流
部
で
は
、
県
土
採

取
等
規
制
条
例
（1

ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
は
熱
海
市
所
管
）
に
該

当
す
る
土
砂
の
盛
土
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に

つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

「
経
緯
」 

2006

・9

・21 

新
幹
線
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
当
該
地
を
含
む
土
を

取
得 

2007

・3

・9 

事
業
者
が
熱
海
市
に
県
土
採
取
等
規
制
条
例
に

基
づ
く
土
の
採
取
計
画
届
出
書
を 

 
 

 
 

 
 

 

市
に
提
出
（
面
積0.9446

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
盛

土36,276
㎥

、
受
理
書
交
付 

 
 

 
 

 
 

 
 

（2007

・4

・9

） 

2007

・4

・27 

熱
海
市
か
ら
県
東
部
農
林
事
務
所
に
事
業
者
が

土
地
改
変
面
積
を
拡
大
し
た
と
の
通
報 

 
 

 
 

 
 

 

が
あ
り
県
東
部
農
林
事
務
所
が
現
地
調
査
。

土
地
改
変
面
積
が1

ヘ
ク
タ
ー
ル
超
に
拡
大

さ
れ
て
お
り
、「
林
地
開
発
許
可
違
反
」
と
判

断
。
（
森
林
法10

条
の2

第1

項
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

（こ
の

時
点
で
は
渓
流
部
に
盛
土
は
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
） 

2007

・5

・31 
 

県
東
部
農
林
事
務
所
か
ら
新
幹
線
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
に
土
地
改
変
行
為
の
中
止
及
び
森
林 

 
 

 
 

 
 

 

復
旧
を
文
書
で
指
導
（
林
地
開
発
許
可
違

反
・
面
積1

、2329

ヘ
ク
タ
ー
ル
） 

2008

・8

・7 
 

県
東
部
農
林
事
務
所
が
、
植
栽
、
種
子
吹
付
、

丸
太
木
棚
施
工
を
確
認
。2007

・5

・31

、
県

指
導
の
林
地
開
発
許
可
違
反
の
是
正
完
了
。 

2009

・3

・19 
 

事
業
者
が
土
砂
の
搬
入
開
始
。 

2009

・7

・2 
 

熱
海
市
が
新
幹
線
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
行
為
者
）
、

ト
ラ
ン
フ
ァ
ー
（
施
工
業
者
）
を
指
導 

 
 

 
 

 
 

 

（
防
災
措
置
と
改
変
面
積
の
求
積
） 

2009

・12

・9 

事
業
者
が
熱
海
市
に
県
土
採
取
等
規
制
条
例
に

基
づ
く
土
の
採
取
等
変
更
届
（
第1

回
） 

 
 

 
 

 
 

 

面
積

0.9446

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
盛
土

36,276 

㎥

、
工
期
限2010

・4

・8

。
工
法
・
ロ
ッ
ク
フ

ィ
ル
ー
土
堰
堤
）
熱
海
市
受
理 

2010

・3

・23 

事
業
者
が
熱
海
市
に
県
土
採
取
等
規
制
条
例
に

基
づ
く
土
の
採
取
等
変
更
届
（
第2

回
） 

 
 

 
 

 
 

工
期
限
延
長 

2010

・4

・8

か
ら2010

・7

・

8

に
。
熱
海
市
受
理 

2010

・8 
 

土
採
取
条
例
に
基
づ
く
造
成
工
事
が
概
ね
完
了 

2010

・8

・25 

熱
海
市
か
ら
盛
土
の
中
に
産
業
廃
棄
物
が
混
じ

っ
て
い
る
と
発
覚
。
市
及
び
県
東
部
健
康 

 
 

 
 

 
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
が
撤
去
を
指
導
。 

際
、
生
じ
た
ガ
レ
キ
類
を
新
幹
線
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ 

 
 

 
 

 
 

 

の
所
有
土
地
に
仮
置
き
し
た
事
を
確
認

し
た
。
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
き
、
県
東

部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
こ
れ
ら
ガ
レ

キ
等
の
撤
去
を
同
社
に
指
導
を
開
始
し

た
。 

2013

頃
か
ら 

 

新
幹
線
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
所
有
の
土
地
を

取
得
し
た
者
（
麦
島
善
光
）
が
廃
棄
物
の

撤
去
意
思
を
示
し
た
為
、
同
者
を
指
導
対

象
に
加
え
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
き
、

県
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
麦
島
善

光
に
対
し
て
撤
去
を
指
導
し
た
。 

 

※
崩
落
予
兆
と
行
政
の
怠
慢
！ 

盛
土
造
成
当
時
か
ら
、
小
規
模
の
土
砂
崩
落
が
度
々
起
き
て

い
た
。2011

年6

月
（
麦
島
に
所
有
権
移
転
後
）
時
点
で
、

熱
海
市
は
造
成
し
た
不
動
産
会
社
に
対
し
「
防
災
工
事
」
を

行
う
よ
う
命
じ
る
「
措
置
命
令
」
を
出
す
事
を
検
討
し
て
い

た
。
其
の
後
同
年

10

月
中
旬
頃
、
会
社
側
が
法
面
を
整
形

す
る
工
事
な
ど
を
行
っ
た
事
を
う
け
て
、
熱
海
市
は
「
安
定

性
が
一
定
程
度
確
認
で
き
た
」
と
判
断
し
た
。 

然
し
、
其
の
後
も
小
規
模
の
土
砂
崩
落
が
発
生
、
こ
の
崩
落

に
対
す
る
会
社
側
の
工
事
は
滞
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
が
、
熱
海

市
は11

月
下
旬
「
措
置
命
令
」
の
発
令
を
見
送
っ
た
。 

 

※
熱
海
市
伊
豆
山
地
内
の
土
石
流
発
生
箇
所
付
近
の
土
地
改

変
行
為
（3

） 

「
概
要
」 

熱
海
市
伊
豆
山
地
内
の
土
石
流
発
生
箇
所
南
側
の
隣
接
地
で

は
、2016

年6

月
の
豪
雨
に
よ
り
、
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た

事
か
ら
、
拡
大
を
防
止
す
る
為
、
熱
海
市
の
指
導
に
よ
り
「
緊

急
伐
採
」
を
実
施
の
う
え
（
森
林
法10

条
の8

第3

項
）
崩

壊
地
の
整
形
が
行
わ
れ
る
事
に
な
っ
た
。 

「
経
緯
」 

2016

・6

・30 
 

熱
海
市
が
現
地
調
査
し
行
為
者
（
麦
島
善

光
）
が
無
断
伐
採
・
形
質
変
更
（
土
地
の
造

成
）
を
行
っ
て
い
る
事
を
確
認
。
行
為
者
か

ら
「
災
害
復
旧
」
に
よ
る
も
の
と
の
説
明
が

あ
り
、
市
は
緊
急
伐
採
届
を
出
す
よ
う
指

導
。 

2017

・7

・24 
 

行
為
者
が
緊
急
伐
採
届
（0.65

ヘ
ク
タ
ー

ル
）
を
熱
海
市
に
提
出
。 

2021

・6

・15 
 

熱
海
市
か
ら
県
東
部
農
林
事
務
所
に
、
当

該
地
か
ら
下
流
に
向
っ
て
残
土
処
分
を
行

っ
て
い
る
と
の
通
報
有
り
。 

2021

・6

・24 
 

県
東
部
農
林
事
務
所
か
ら
熱
海
市
に
こ
れ

ま
で
の
経
緯
や
残
土
処
分
に
係
る
資
料

（
測
量
図
面
等
）
の
提
供
を
依
頼
。 

※
熱
海
市
伊
豆
山
地
内
の
土
石
流
発
生
箇
所
付
近
の
土
地
改

変
行
為
（4

） 

「
概
要
」 

土
石
流
発
生
箇
所
、
南
側
隣
接
地
で
は
、
熱
海
市
へ
の
権
限
移

譲
後
で
あ
る
為
、
都
市
計
画
法
及
び
宅
地
造
成
等
規
制
法
に

基
づ
き
、
市
に
申
請
が
出
さ
れ
許
可
さ
れ
て
い
る
。 

土
石
流
発
生
箇
所
、
南
側
隣
接
地
で
は
、
都
市
計
画
法
及
び
宅

地
造
成
等
規
制
法
に
基
づ
き
県
熱
海
土
木
事
務
所
に
申
請
許

可
さ
れ
完
了
し
て
い
る
。
手
続
き
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
た
。

南
側
隣
接
地
で
は
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
、「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
、2009

年

頃
か
ら
、
県
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
指
導
し
て
い
る
。 

「
経
緯
」 

2009

頃
か
ら 

 
新
幹
線
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
建
物
解
体
の

際
、
生
じ
た
ガ
レ
キ
類
を
新
幹
線
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ 

 
 

 
 

 
 

 

の
所
有
土
地
に
仮
置
き
し
た
事
を
確
認
し

た
。
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
き
、
県
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
こ
れ
ら
ガ
レ
キ
等
の
撤
去
を
同
社
に
指
導
を
開
始
し
た
。 

2013

頃
か
ら 

 

新
幹
線
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
所
有
の
土
地
を
取

得
し
た
者
（
麦
島
善
光
）
が
廃
棄
物
の
撤
去
意
思
を
示
し
た

為
、
同
者
を
指
導
対
象
に
加
え
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
き
、

県
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
麦
島
善
光
に
対
し
て
撤
去
を

指
導
し
た
。 

 

福
祉
セ
ン
タ
ー
が
撤
去
を
指
導
。 

2010

・8

・31 

県
土
採
取
等
規
制
条
例
に
基
づ
い
て
熱
海
市

が
、
産
業
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
い
て
県

東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
土
砂
中
に

木
屑
等
の
混
入
を
確
認
。 

2010

・9

・17 

熱
海
市
か
ら
新
幹
線
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
対

し
、
工
事
中
止
と
完
了
届
の
提
出
を
要

請
。 

2010

・10

・8 

熱
海
市
か
ら
新
幹
線
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
対
し

土
砂
搬
入
の
中
止
と
完
了
届
の
提
出
要

請
に
従
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
再
度
土
砂
搬

入
の
中
止
を
要
請
。 

2011

・2

・ 
 

 

不
動
産
売
買
に
よ
り
、
土
地
所
有
者
変
更

（
新
幹
線
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
か
ら
麦
島
善

光
） 

※
熱
海
市
伊
豆
山
地
内
の
土
石
流
発
生
箇
所
付
近
の
土
地

改
変
行
為
（2

） 

「
概
要
」 

熱
海
市
伊
豆
山
地
内
の
土
石
流
発
生
箇
所
南
側
の
隣
接

地
で
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
及
び
風
致
地
区
条
例 

に
該
当
す
る
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
工
事
が
開
始
さ
れ

た
。 「

経
緯
」 

2016

・6
・30 

 

熱
海
市
が
現
地
調
査
。
無
断
伐
採
・
形
質

変
更
（
幅

3

ｍ
、
延
長

400

ｍ
程
度
の
道

路
）
を
現
地
に
て
確
認
。
熱
海
市
は
行
為

者
（
麦
島
善
光
関
連
会
社
）
に
対
し
、
伐

採
届
を
出
す
様
指
導
。（
森
林
法10

条
の

8

第1

項
） 

2016

・12

・26 

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
伴
う
造
成
工

事
に
つ
い
て
、
熱
海
市
が
宅
地
造
成
等
規

制
法
に
基
づ
き
、
麦
島
善
光
氏
に
対
し
、

宅
地
造
成
を
許
可
（0

、81
ヘ
ク
タ
ー
ル
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

其
の
後
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
工

事
に
着
手
。 

2017

・1

・10 
 

熱
海
市
が
調
査
し
行
為
者
（
麦
島
関
連
会

社
）
が
届
出
前
に
伐
採
開
始
に
着
手
し
て

い
た
事
を
現
地
に
て
確
認
し
た
為
に
、
熱

海
市
が
工
事
中
止
を
指
導
。 

2017

・5

・26 
 

熱
海
市
が
調
査
し
、
当
該
行
為
に
よ
る
発

生
残
土
を
付
近
の
沢
に
捨
て
て
い
る
事

を
確
認
。
市
が
是
正
勧
告
・
指
導
。 

2018

・2

・19 
 

行
為
者
（
麦
島
関
連
会
社
）
が
伐
採
届
（0

、

11

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
熱
海
市
に
提
出
。 
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2011

年
伊
豆
山
赤
井
谷
他
、

35

万
坪
を
取
得
し
た
後
、
麦

島
善
光
が
運
営
す
る
「
伊
豆

山
研
修
セ
ン
タ
ー
」 

（
伊
豆
山1065

―
1

・三

ツ
星

の
温
泉
ホ
テ
ル
）
に
、
熱
海

市
市
長
以
下
市
の
幹
部
職
員

ら
総
勢50

名
が 

一
泊
二
日
の
行
程
で
「
研
修
」

と
称
し
て
、
招
待
さ
れ
て
い

た
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ

た
、
経
費
は
宿
泊
費
が
公
費
、

食
事
代
は
参
加
者
実
費
？ 

今
、
土
石
流
事
件
で
「
渦
中

の
人
物
・
麦
島
善
光
」
に
対

し
熱
海
市
は
真
っ
当
な
判
断

を
下
せ
る
の
か
？ 

更
に
、Z

E
N

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
代
表
・
麦
島
善
光
）

は
熱
海
市
に200

万
坪
の
土

地
を
所
有
し
て
い
る
と
さ

れ
、
其
れ
は
、
熱
海
市
全
土

1900

万
坪
に
対
し
、
約11

％

占
め
る
。
十
分
の1

以
上
が

麦
島
の
所
有
物
な
の
だ
。
更

に
、
熱
海
市
民
で
あ
る
こ
と

も
周
知
の
事
実
。
高
額
納
税

者
は
市
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
存
在
な
の
か
。 

微
妙
な
証
言
が
ア
ル
。
三
年

ほ
ど
前
、
熱
海
市
に
別
件
で

訪
れ
た
新
幹
線
ビ
ル
の
関
係

者
は
熱
海
市
の
開
発
担
当

（
当
時
）
の
ク
ボ
タ
氏
（
現

在
部
長
に
出
世
）
を
表
敬
訪

問
し
た
。
そ
の
時
の
会
話
を

鮮
明
に
記
憶
し
て
い
た
。 

「
麦
島
さ
ん
が
買
っ
た
か
ら

も
う
大
丈
夫
！
麦
島
さ
ん
が

も
う
大
丈
夫
。
麦
島
さ
ん
は

熱
海
に
凄
く
貢
献
し
て
い
る

人
だ
そ
う
で
す
」 

（
麦
島
が
全
部
遣
る
）
と
は

ど
う
意
味
か
？
（
熱
海
に
貢

献
し
て
い
る
）
と
は
具
体
的

に
何
を
指
す
の
か
？ 

更
に
、
熱
海
雀
は
囀
る1 

結
論
ア
リ
キ
ノ
の
「100

条
委

員
会
」
－
某
市
議
会
議
員
証

言
。 

市
長
・
議
長
は
「
前
所
有
者

の
責
任
に
す
る
事
で
ス
タ
ー

ト!

」
と
の
噂
が
流
言
さ
れ
て

い
る
。 

麦
島
は
熱
海
市
の
高
額
納
税

者
で
あ
り
、
そ
の
他
市
へ
の

貢
献
度
が
高
い
と
い
う
の
が

麦
島
へ
の
忖
度
の
理
由
の
よ

う
だ
。 

或
い
は
麦
島
が
第
一
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
は
不
都
合

な
何
か
が
存
在
す
る
の
か
？

例

え

ば
「

贈
収

賄

」

と

か
・
・
・
・
？
き
な
臭
い
噂
が

無
い
わ
け
で
は
な
い
。
正
に

「
火
の
無
い
と
こ
ろ
に
煙
は

立
た
な
い
」 

熱
海
雀
は
囀
る2 

伊
豆
山
周
遊
ル
ー
ト
。
観
光

協
会
は
麦
島
に
取
り
込
ま
れ

て
い
る
。
「
伊
豆
山
は

Z
E

Ｎ

に
乗
っ
取
ら
れ
る
。」 

「
伊
豆
山
土
石
流
事
件
」
諸

悪
の
根
源
、
麦
島
。
今
正
に

第
二
の
土
石
流
が
起
ろ
う
と

し
て
い
る
。
其
れ
が
違
法
盛

り
土
で
創
ら
れ
た
脆
弱
な

「
グ
ラ
ン
ド
」
で
あ
る
。
伊

し
、
第
二
の
崩
落
危
険
地
と
な
っ
て
い
る
事
実
を
掴
ん
だ
。 

「
違
法
造
成
・
盛
土
」
を
最
初
に
犯
し
た
新
幹
線
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
。
瑕
疵
を
承
知
で
買
い
叩
き
、300

万
円
の
留
保
金

を
確
保
し
て
、
完
成
工
事
（
熱
海
市
指
導
）
を
し
な
か
っ

た
現
所
有
者
麦
島
善
光
、
危
険
を
承
知
で
行
政
指
導
で
き

な
か
っ
た
、
県
と
市
。
三
者
に
言
い
分
（
泥
棒
に
も
三
分

の
利
）
は
あ
ろ
う
が
、
冷
静
に
判
断
し
て
欲
し
い
。 

更
に
、
行
政
は
真
摯
に
受
け
止
め
、
被
害
者
に
寄
り
添
っ

た
救
済
を
シ
ッ
カ
リ
と
進
め
て
も
ら
い
た
い
。 

本
紙
が7

年
振
り
に
源
頭
部
崩
落
現
場
に
足
を
踏
み
入
れ

て

感

じ

た

こ

と

で

あ

る

。 
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「噂
の
真
相
」⁈

 

Z
E
N

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
熱
海
市
長 

 

コ
ラ
ム 

伊
豆
山
土
石
流
事
件
に
想

う
。 

2021

・7

・3A
М

10

時
半
、
未

曾
有
の
土
石
流
災
害
が
発

生
、
死
者26

名
行
方
不
明
者

1

名
、
負
傷
者3

名
、
建
築

被
害128

棟
の
被
害
を
出
し

た
。
逢
初
川
上
流
山
間
部
の

盛
土
の
崩
落
が
被
害
を
甚
大

化
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

梅
雨
前
線
に
伴
う
豪
雨
、
発

生
地
点
付
近
に
「
人
為
的
に

作
ら
れ
た
」
盛
土
が
原
因
だ

っ
た
事
が
判
明
し
て
い
る
。 

警
察
の
捜
査
方
針
も
、
崩
落

起
点
の
盛
土
を
造
成
し
た

「
新
幹
線
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」

と
現
在
の
「
土
地
所
有
者
・

麦
島
善
光
」
が
「
崩
落
を
防

ぐ
措
置
を
怠
っ
た
疑
い
が
あ

る
」
と
し
て
関
係
先
を
捜
索

し
た
。 

此
処
で
問
題
な
の
は
、「
所
有

者
管
理
責
任
」
の
存
在
で
あ

る
。 

当
該
土
地
は

2011

年

2

月

に
、
売
買
に
よ
り
、
前
所
有

者
か
ら
現
在
の
所
有
者
に
所

有
権
移
転
さ
れ
て
い
る
。
更

に
、2013

年
、
現
所
有
者
側

が
、
土
砂
の
崩
壊
を
想
定
し

対
策
工
事
の
施
工
に
つ
い

て
、
静
岡
県
に
文
書
で
伝
え

て
い
た
。
文
書
に
は
「
前
所

有
者
が
放
置
し
た
伊
豆
山
漁

港
及
び
逢
初
川
下
流
水
域
へ

の
土
砂
崩
壊
に
よ
る
、
二
次

災
害
防
止
の
安
全
対
策
工
事

を
施
工
す
る
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。 

本
紙
は
間
も
無
く1

周
期
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
工
事
関

係
者
、
不
動
産
取
引
関
係
者

な
ど
の
取
材
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
見
逃
し
て
は
為
ら
な

い
重
大
な
「
二
つ
の
真
実
」

を
掴
ん
だ
。 

第1

は
、
新
幹
線
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
が
造
成
の
未
完
成
品
を

売
却
し
た
事
。
現
所
有
者
は

そ
の
瑕
疵
を
承
知
で
購
入
、

300

万
円
の
留
保
金
（
契
約

書
特
約
＆
覚
書
）
で
工
事
を

完
成
さ
せ
る
密
約
が
成
立
し

て
い
た
事
実
（
既
に
警
察
が

覚
書
を
押
収
）。
然
し
、
現
所

有
者
が
留
保
金
を
確
保
し
た

ま
ま
、
工
事
代
金
を
支
払
わ

な
か
っ
た
為
、
工
事
が
中
断
、

未
完
成
の
ま
ま
で
あ
る
事
。

責
任
は
明
ら
か
に
現
所
有
者

（
麦
島
善
光
）
に
あ
る
。 

第2

は
、
崩
落
起
点
南
側
に

存
在
す
る
太
陽
光
発
電
施
設

の
尾
根
の
掘
削
（
約15

ｍ
）

に
よ
り
、
流
水
系
の
変
化
。

伐
採
さ
れ
た
木
屑
、
掘
削
さ

れ
た
膨
大
な
量
の
土
、
何
処

に
消
え
た
の
か
？
他
所
に
搬

出
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
入

手
し
た
航
空
写
真
か
ら
、
崩

落
地
側
の
谷
（
沢
）
に
不
法

投
棄
さ
れ
更
に
、
ソ
ー
ラ
施

設
下
部
の
グ
ラ
ン
ド
（
運
動

場
、
元
々
谷
）
に
不
法
投
棄

し
、
第
二
の
崩
落
危
険
地
と

な
っ
て
い
る
事
実
を
掴
ん

だ
。 

「
違
法
造
成
・
盛
土
」
を
最

初
に
犯
し
た
新
幹
線
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
。
瑕
疵
を
承
知
で
買

い
叩
き
、300

万
円
の
留
保

金
を
確
保
し
て
、
完
成
工
事

（
熱
海
市
指
導
）
を
し
な
か

っ
た
現
所
有
者
麦
島
善
光
、

危
険
を
承
知
で
行
政
指
導
で

き
な
か
っ
た
、
県
と
市
。
三

者
に
言
い
分
（
泥
棒
に
も
三

分
の
利
）
は
あ
ろ
う
が
、
冷

静
に
判
断
し
て
欲
し
い
。 

更
に
、
行
政
は
真
摯
に
受
け

止
め
、
被
害
者
に
寄
り
添
っ

た
救
済
を
シ
ッ
カ
リ
と
進
め

て
も
ら
い
た
い
。 

本
紙
が7

年
振
り
に
源
頭
部

崩
落
現
場
に
足
を
踏
み
入
れ

て
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。 
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災
害
防
止
の
安
全
対
策
工
事

を
施
工
す
る
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。 

本
紙
は
間
も
無
く1

周
期
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
工
事
関

係
者
、
不
動
産
取
引
関
係
者

な
ど
の
取
材
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
見
逃
し
て
は
為
ら
な

い
重
大
な
「
二
つ
の
真
実
」

を
掴
ん
だ
。 

第1

は
、
新
幹
線
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
が
造
成
の
未
完
成
品
を

売
却
し
た
事
。
現
所
有
者
は

そ
の
瑕
疵
を
承
知
で
購
入
、

300

万
円
の
留
保
金（
契
約
書

特
約
＆
覚
書
）
で
工
事
を
完

成
さ
せ
る
密
約
が
成
立
し
て

い
た
事
実
（
既
に
警
察
が
覚

書
を
押
収
）。
然
し
、
現
所
有

者
が
留
保
金
を
確
保
し
た
ま

ま
、
工
事
代
金
を
支
払
わ
な

か
っ
た
為
、
工
事
が
中
断
、

未
完
成
の
ま
ま
で
あ
る
事
。

責
任
は
明
ら
か
に
現
所
有
者

（
麦
島
善
光
）
に
あ
る
。 

第2

は
、
崩
落
起
点
南
側
に

存
在
す
る
太
陽
光
発
電
施
設

の
尾
根
の
掘
削
（
約15

ｍ
）

に
よ
り
、
流
水
系
の
変
化
。

伐
採
さ
れ
た
木
屑
、
掘
削
さ

れ
た
膨
大
な
量
の
土
、
何
処

に
消
え
た
の
か
？
他
所
に
搬

出
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
入

手
し
た
航
空
写
真
か
ら
、
崩

落
地
側
の
谷
（
沢
）
に
不
法

投
棄
さ
れ
更
に
、
ソ
ー
ラ
施

設
下
部
の
グ
ラ
ン
ド
（
運
動

場
、
元
々
谷
）
に
不
法
投
棄

し
、
第
二
の
崩
落
危
険
地
と

な
っ
て
い
る
事
実
を
掴
ん

だ
。 

「
違
法
造
成
・
盛
土
」
を
最

初
に
犯
し
た
新
幹
線
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
。
瑕
疵
を
承
知
で
買

い
叩
き
、300

万
円
の
留
保
金

を
確
保
し
て
、
完
成
工
事
（
熱

海
市
指
導
）
を
し
な
か
っ
た

現
所
有
者
麦
島
善
光
、
危
険

を
承
知
で
行
政
指
導
で
き
な

か
っ
た
、
県
と
市
。
三
者
に

言
い
分
（
泥
棒
に
も
三
分
の

利
）
は
あ
ろ
う
が
、
冷
静
に

判
断
し
て
欲
し
い
。 

更
に
、
行
政
は
真
摯
に
受
け

止
め
、
被
害
者
に
寄
り
添
っ

た
救
済
を
シ
ッ
カ
リ
と
進
め

て
も
ら
い
た
い
。 

本
紙
が7

年
振
り
に
源
頭
部

崩
落
現
場
に
足
を
踏
み
入
れ

て
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。 
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「
グ
ラ
ン
ド
」
で
あ
る
。
伊

豆
山
住
民
は
こ
れ
か
ら
も
災

害
の
恐
怖
に
慄
き
な
が
ら
の

生
活
が
続
く
の
だ
。 

総
て
に
お
い
て
、
公
正
に
対

処
し
て
も
ら
い
た
い
。
其
れ

が
「
遺
族
及
び
間
も
無
く
命

日
を
迎
え
ら
れ
る
霊
」
へ
の

責
め
て
の
慰
め
に
な
る
。 

こ
の
件
に
つ
い
て
、
本
紙
は

「
麦
島
と
行
政
の
癒
着
の
構

造
」
を
徹
底
追
求
し
監
視
を

続
け
る
。 
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（４） 東洋時事新報 2022 年 4 月 30 日（土曜

日） 


